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大河ドラマ「麒麟がくる」の
時代の城を歩く 開催 

 

11
月
７
日
、
箱
石

海
岸
で
、「
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

in 

箱
石

～
整
備
活
動
～
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、白
砂
青
松

を
取
り
戻
す
た
め
、箱

石
区
共
援
組
織
が
主

催
し
、毎
年
地
元
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

が
一
体
と
な
っ
て
、松

苗
の
植
栽
や
そ
の
下

草
刈
り
作
業
・
除
伐
等

を
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。 

箱
石
集
落
で
は
、松

食
い
虫
や
立
ち
枯
れ

に
よ
る
被
害
で
防
潮
・

回覧 

て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。 

 

同
ド
ラ
マ
の
主
人

公
明
智
光
秀
が
生
き

た
時
代
の
丹
後
は
、

織
田
信
長
の
命
を
受

け
た
細
川
藤
孝
・
忠

興
父
子
が
入
り
、
丹

後
守
護
一
色
氏
と
並

び
立
っ
て
い
ま
し

た
。
城
山
公
園
山
頂

に
あ
っ
た
松
倉
城

森林ボランティア活動 
箱石海岸で実施 

 

防
風
機
能
を
持
つ
松

林
が
消
失
し
た
こ
と

に
よ
り
、
農
業
や

日
々
の
暮
ら
し
に
支

障
が
生
じ
て
い
た
た

め
、
平
成
22
年
か
ら

の
３
年
間
で
、
ク
ロ

マ
ツ
約
７
千
５
百
本

が
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。 今

回
の
作
業
で

は
、
地
元
区
の
ほ
か
、

企
業
や
団
体
、
久
美

浜
高
校
生
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
海
岸
松
林
の
除

伐
・
搬
出
を
行
い
ま

し
た
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

出
張
申
請
受
付
中 

▲箱石での記念撮影 

は
、
細
川
家
の
重
臣
・

松
井
康
之
が
城
主
で

し
た
。 

そ
の
後
、
細
川
氏

は
、
本
能
寺
の
変
を
契

機
に
一
色
氏
を
滅
ぼ

し
、
丹
後
国
を
統
一
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

参
加
者
は
、
登
山
道

を
登
り
な
が
ら
、
戦
国

時
代
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
し
た
。 

く
み
は
ま
だ
よ
り

８
月
号
に
掲
載
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
出
張
申
請
に
つ

い
て
の
記
事
を
読
ま

れ
、
「
新
町
大
好
き

会
」
か
ら
も
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
、
10

月
29

日
に
出
張
申

請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

10
月
23
日
、
城

山
公
園
（
西
本
町
）

で
、
「
大
河
ド
ラ
マ

『
麒
麟
が
く
る
』
の

時
代
の
城
を
歩
く
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
れ
は
、
現
在
、
放

映
さ
れ
て
い
る
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く

る
」
の
時
代
に
丹
後

を
治
め
た
細
川
氏
に

ゆ
か
り
の
あ
る
城
を

体
感
し
て
も
ら
お
う

と
、
吉
原
山
城
跡
（
峰

山
町
吉
原
）
に
続
く

第
２
回
の
企
画
と
し

▲市職員の説明を熱心に聞く参加者 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
、
様
々
な
場

面
で
公
的
な
本
人
確

認
書
類
等
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま

す
。 通

常
は
、
申
請
時

ま
た
は
受
取
時
に
市

民
局
に
来
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
出
張
申
請
の
場

合
は
実
施
会
場
で
受

け
取
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
便
利
で
す
。 

詳
し
く
は
市
民
課

（
６
９
‐
０
２
１

０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

【「地区だより」から】 

神野地区公民館では、地区内外の人がほっこり

した気持ちになってもらえるようにと、「かかし

人形」を作られました。これから、どんどん増や

していく予定だそうです。 

 

 

 

 

 

久美浜町活性化連絡協議会のホーム

ページで、町内各地区の「地区だよ

り」を掲載しています。 


